
●イソギンチャクの新たな住人 

－コガシラベラの幼魚－ 

9 月に入り、夜はずいぶん涼しくなって
きましたが、昼はまだまだ暑くて、海に

もぐるとほっとします。その海の中では、

この夏産まれたたくさんの魚の子どもた

ちを見かけます。たとえばマジャノハマ

では、枝状のアナサンゴモドキやハマサ

ンゴの群体まわりにデバスズメが群れを

つくってきらきらと輝いていますし、海

底では小さなムラサメモンガラが、ちょ

こちょこと泳ぎ回っては、人の姿に驚い

て岩のすき間に身をかくしたりしていま

す。ふと見ると、クマノミがいました。

すみ家のイソギンチャクがどこにあるの

かわからなかったので、すこしおどかし

てみると、海底付近の岩かげのジュズダ

マイソギンチャクに逃げこみました。そ

こには、全部で 11 個体ものクマノミがす
んでいました。一番大きなものは体長

10cmくらいでしたが、7個体は 3cmに満
たない小さなもので、きっとこの夏に生

まれ育った子魚たちでしょう。 
ところで、このクマノミ類のことを英

語でなんと呼ぶかご存知でしょうか。答

え は 「 ア ネ モ ネ フ ィ ッ シ ュ

（anemonefish）」です。イソギンチャク
のことを英語でシー・アネモネ（ sea 
anemone）といい、そこにすむ魚なので、
この名があるのでしょう。けれども、ク

マノミ類以外にもイソギンチャクにすむ

魚はいくつもいて、その意味では それら
も“アネモネ・フィッシュ”と言えるか

もしれません。クマノミ類は、これまで

に世界で 28 種が見つかっていて、そのう
ちの 6 種が慶良間の海にもすんでいます。
また、クマノミ類以外の“アネモネ・フ

ィッシュ”は 51 種知られていますが、ほ
とんどは一時的にイソギンチャクにすむ

魚だと考えられています。その中でもっ

とも良く知られているのは、ミツボシク

ロスズメダイでしょう。特にその幼魚の

時期には、タマイタダキイソギンチャク

やシライトイソギンチャクについて生活

していますし、しばしば大型の個体もイ

ソギンチャクの近くで暮らしているのを

見かけます。 
数年前、研究所にたびたびマイクさん

というデンマーク人のクマノミ類の研究

者がやってきていました。阿嘉島のいく

つかの海岸で、イソギンチャクやクマノ

ミ類の数などを調べていたのです。ある

日、マイクさんといっしょにあるシライ

トイソギンチャクを観察していたところ、

体に黒い筋のある細長い小魚が、イソギ

ンチャクの触手の間をついっと泳いでい

ました（冒頭の写真の小魚）。良く見る
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と 1 個体ではなく数個体います。そして、
少しおどかすと、イソギンチャクの触手

の間にかくれながら逃げていました。も

っとおどかすとイソギンチャクからはな

れて、近くの岩かげにかくれてしまうの

ですが、それでもしばらくするとまた戻

ってきました。どうやらこのイソギンチ

ャクにすんでいるようです。調べてみる

とコガシラベラの幼魚で、イソギンチャ

クにすむ魚としてこれまでにアフリカと

インドネシアで見つかっているのですが、

今回が世界で 3番目の報告でした。 
その後、マイクさんと調べたところ、

阿嘉島のまわりでコガシラベラの幼魚が

すむイソギンチャクはタマイタダキイソ

ギンチャクとシライトイソギンチャクで

(たぶんセンジュイソギンチャクにもいる
と思うのですが証拠が残っていません)、
コガシラベラの幼魚はタマイタダキイソ

ギンチャクの触手に触れてもその刺胞
しほ う

に

刺されないことがわかりました。また、

イソギンチャクにいるのは幼魚の時期だ

けで、しかも幼魚でもイソギンチャクに

すまない個体もたくさんいることも経験

的に見ています。これらのことから考え

ると、すべての個体というわけではない

ようですが、やはりコガシラベラは幼魚

の一時期だけイソギンチャクにすみ込む

魚のようです。マイクさんは、コガシラ

ベラはイソギンチャクに天敵から身を守

ってもらっていて、イソギンチャクはコ

ガシラベラに体の上のごみなどを食べて

掃除してもらっているのだろうと考えて

います。つまり、2 つの生き物が助け合っ
ている共生関係にあるということです。 
きっとみなさんの中には、コガシラベ

ラの幼魚がイソギンチャクにすんでいる

のを知っていた人もいるのではないかと

思います。自分たちにとっては当たり前

のことでも、世界的にはめずらしいこと

が、まだまだあるのです。 
 
● 阿嘉島の海より 
 9 月に入ってからは日が沈むとめっきり
涼しくなってきました。ちょっと肌寒い

くらいです。結局、今年の夏は台風が一

つも来ませんでした。毎日天気も良く、

台風被害に悩まされることがないことは

いいことですが、本来来るべきものが来

ないのはちょっと心配です。幸い、サン

ゴが白化するほど海水温はあがりません

でしたが、これからは水不足が心配です。

研究所で観測している 7 月と 8 月の過去
5 年間の降水量をみると、2004 年が
266.8mm、2005 年が 115.0mm、2006 年
が 203.2mm、2007 年が 721.4mm、そし
て今年は 121.3mmで、過去 5年間で 2番
目に少ないことがわかりました。2005 年
が一番少なかったのですが、この年は 6
月に 579.6mm も降っていますから、それ
を考えると、このあと台風の一つでも来

ないとまずいかなという感じです。ただ

し、あんまり強烈なのは勘弁して欲しい

ところです。 
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